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教えて！
        メカ子先生

絵：長崎真悟絵：長崎真悟

Q 1 このきかいはどんな場所ではたらいている？
Q 2  エンジンではなく、どんな仕組みでうごいている？

クイズの答えとイラストが
できるまでを動画で公開中！ 
最後まで見て
科学技術館の招待券をゲットしよう！

メカ子クイズQ

        メカ子先生
教えて！
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　一般社団法人日本建設業連合会は、今般『施工がわかる
イラスト土木入門』を作成し、彰国社から発刊しました。
　この本は、橋・トンネルといった土木構造物の施工を、準
備工から完成に至るまでイラストを中心に簡単な解説を加え
一冊にとりまとめたものであり、他に類を見ない内容となっ
ています。対象は、主にゼネコンの新入社員・若手技術者、
大学等の学生を想定して制作していますが、ベテラン技術者
でも経験の少ない工種での作業確認、あるいは建設業に興味
を持つ小学生から高校生にも参考になるものと考えています。
　構造物をイラスト化することで、例えば都心の地下工事な
ど、実際には見えない部分を可視化できるだけでなく、イラ
ストの片側から順に掘削開始、土留め、床付け、構築開始を
1枚の絵にするなど、写真では見せることができない分かりや
すい表現となっています。本文はオールカラーです。5年前
に日建連から出版した『施工がわかるイラスト建築生産入門』
（彰国社）の姉妹本です。

『施工がわかるイラスト土木入門』

著者：一般社団法人
	 日本建設業連合会編
	 イラスト 岩山仁
出版社：株式会社彰国社
仕様：A4判／ 192ページ
価格：3,200円（税抜）

110 1116 章：鉄道の地下駅
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地下駅は、公共空間である道路の下につくられることが多い。車や人の通行をできる限り妨げずに工事を行うため、覆工板と呼ばれる
鉄製の板を道路に敷き詰め、その直下で小学校の校舎がすっぽり入るほどの巨大な空間を構築していく。このとき、地中の土を大量に
掘り出しても周囲の建物が傾かないよう、地中に仮設の壁、すなわち土留め壁が構築される。さらに土留め壁は土圧に押されて倒れな
いよう切梁という「つっかい棒」で支えられる。このように、道路下では地上の景色からは想像もつかないドラマが繰り広げられていく。
土留め壁を構築する方法は、掘削の深さや地下水位、土質などの条件を踏まえていろいろな工法が開発されているが、ここでは「ソ
イルセメント系柱列式連続壁工法」（SMW工法：Soil	Mixing	Wall 工法）による施工について紹介する。

6-2 土留め工・掘削工

全体工程表

土留め支保工（水平切梁工法）の部材名称

土
ど
留
ど
め

掘削工や豪雨による影響で土砂が崩れることを昔は「ヤマがきた」と
いっており、土砂が崩壊しないように事前に木材などで固定し、土砂を
留めておくことから、「土留め」もしくは「山留め」と呼ばれている。

土留め支保工は、土留め壁に作用する土圧を支えるための仮設物で、掘削深さ、掘削面積・形状、
敷地の高低差、土質、工事の手順、周辺地盤、施工費などを考慮して、最適な工法を選定する。
SMW工法の場合、水平切梁工法またはグラウンドアンカー工法が用いられることが多い。

土留め支保工

環境コラム

豆知識

情報化コラム

掘削工

土留め工	①〜⑦

土留め支保工
中間杭の施工

腹起し
土留め壁に作用する土圧や水圧を支持し、切梁やグラウンドアンカーなどに伝え
る水平方向の横架構材で、土留め壁に沿って設置される。

切梁
土留め壁に作用する土圧や水圧などの外力を支えるための水平方向の支持部
材で、腹起しに直角に設置される。

火打ち
切梁や腹起しを補強するために隅角部や切梁端部に斜めに取り付ける部材。

切梁ジャッキ
切梁の緩みをなくすべく切梁に軸力を加えて土留め壁のたわみを防止。通常、
腹起しや中間杭の近くに取り付け、千鳥状に配置する。

1年目 2年目 3年目 4年目
4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 1月 2月 3月

準備工

復旧工
設備工

躯体工
掘削工

土留め工

▼着工 竣工▼
全体工期 48ヵ月

ミキシング装置 泥土ピット
（泥土固化処理）

固化処理した
発生泥土の搬出

セメントサイロ

水槽

切梁ジャッキ

ブラケット

腹起し（補強金物）

火打ち（受け金物）

切梁（1段目）

切梁（2段目）
ブレース材

桁受け材

腹起し

火打ち

覆工桁

中間杭

覆工板

桁受け材
芯材

プラントの設置
原位置土と混合・攪拌して造成
するソイルセメント壁のためのス
ラリー製造プラントを設置する

防護カバーの取付け
架空線との接触による感電
防止のため、防護カバーを
取り付ける

覆工板の設置
道路を掘削してできた開口部を覆工板で
覆い、車両や人が通行できるようにする

中間杭の削孔・建込み
中間杭とは土留め支保工の一種。
切梁が自重でたわんで座屈するの
を防止するため、切梁の中間に打つ
杭のこと

バックホウ
ダンプトラック

SMW機（3軸オーガ）

3軸オーガで掘削・反復・引き上げ
セメントスラリーを先端注入

クローラクレーン

ラフテレーンクレーン

芯材仮置き

芯材の搬入
敷鉄板

杭打ち機

杭芯材

工事用車両
出入口

バックホウ

交通誘導員
バックホウ

ダンプトラック

支保工の搬入

換気ファン

支保工

杭芯材の仮置き

テレスコピック式クローラクレーン

覆工板

掘削土

1次掘削

埋設管の吊り防護
掘削中に出現した既設の埋設管（水道、
電気、ガス、通信、下水道など）を専
用梁から吊り下げて変位を防止する

桁受け溶接

テレスコピック式クラムシェル

腹起し

火打ち

掘削

掘削

2次掘削

1段目切梁

2段目切梁

3段目切梁

4段目切梁

3次掘削

仮設ガードレール

クラムシェル

4次掘削

中間杭

床付け

床付け掘削

ディープウェル
（115頁参照）

ダンプトラック

工事用車両出入口

沈下測量

発電機

①測量作業
工事開始前に現地
の測量を行う

③ガイド溝の掘削
SMW壁の造成に必要なガイド
溝をバックホウで掘削する

④ガイド定規の設置
ガイド溝に沿ってガイド定規（H形鋼）を設置し、
SMWの掘削エレメント割付けのマーキングを行う

⑤ソイルセメント系柱列式連続壁工法（SMW工法）
専用の多軸混練オーガ機（SMW機）で現地盤を削孔し、
オーガ先端からセメントスラリーを吐出してソイルセメント
壁を造成する

②舗装撤去
カッターで舗装表面を切削し、
重機を用いて切削片をトラッ
クの荷台に積み込んで搬出・
撤去する

⑦ソイルセメント壁体の完成

⑥芯材の建込み・固定
所定の深度まで削孔・混練が終了したあと、芯材
（H形鋼）をクローラクレーンを使って継ぎ足しな
がら建て込み、固定する。このとき、鉛直方向の
建込み精度は測量で確認しながら行う
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